
キャラクターデザイン
坂本裕子さん（富塚）

てくてく

リポート

17
－リポーターが

お伺いします－

リポーター

宮原健太郎さん

（65歳下据）

遺跡には以前から興味があり、

大野高校跡地での発掘調査にも

参加したことがあります。指示

された場所の土をそーっと取り

除き手ごたえがあったときの感

激を今も覚えています。

横枕区での調査風景を見たと

きそのときのことを思い出し、

リポートしました。

奈
良
・
平
安
時
代
の
建
物
群
跡
が
整
然
と
出
現
！

横
枕
区
で
す
ご
い
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た

横
枕
遺
跡
の
調
査
は
、
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て

こ
れ
ま
で
平
成
十
六
年
に
四
七
六

平
方
ｍ
、
十
七
年
に
四
五
平
方
ｍ

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
試
掘

調
査
で
現
在
の
集
落
よ
り
広
が
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
、
十
九
年
に
約
九
〇
〇
〇
平

方
ｍ
も
の
大
規
模
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、

奈
良
・
平
安
時
代
（
八
世
紀

後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
）
を

主
と
し
、
古
墳
時
代
前
期
（
四

世
紀
初
頭
）
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
の
集
落
跡
が
続
々

と
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
確
実

な
も
の
だ
け
で
も
、
竪
穴
住
居

（
地
面
を
掘
り
込
ん
で
床
を
つ

く
り
、
そ
れ
に
屋
根
を
掛
け
た
建

物
）
十
六
棟
、
掘
立
柱
建
物
（
地

面
に
穴
を
堀
り
そ
こ
に
柱
を
立
て

て
屋
根
を
支
え
た
建
物
）
二
十
三

棟
が
発
見
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
し

か
も
掘
立
柱
建
物
の
規
模
は
、
ど

れ
も
大
き
く
、
同
じ
方
向
を
向
い

て
整
然
と
建
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
く
と
、
立
ち
並
ぶ
建
物

群
と
往
来
す
る
人
々
の
姿
が
目
に

浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
し
た
。

遺
跡
の
統
括
責
任
者
、
本
多
調

査
員
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

A
こ
の
発
掘
調
査
の
目
的
は

Q
目
的
は
道
路
工
事
に
伴
い
破

壊
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
遺
跡
を
調

査
し
て
記
録
・
保
存
す
る
こ
と
。

平
成
十
六
年
に
始
ま
っ
た
横
枕
周

辺
で
の
調
査
の
う
ち
、
広
範
囲
な

発掘現場

国道157号バイパス工事の横枕区で大規模な

遺跡発掘調査が行われました。大野の方々に尋

ねても知らない方が意外と多く、身近にこんな

すばらしい遺跡があることを知っていただけれ

ばと思っています。

平成16年に出土した平
安時代の八稜鏡（銅鏡。
直径約9．4ｃｍ）。
発掘調査で出土したも
のとしては県内で初めて。

遺跡の説明をする

本多調査員
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発
掘
調
査
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
遺
跡
や
そ
の
出
土
遺

物
の
意
義
の
断
定
的
な
結
論
は
資

料
の
分
析
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
地
元
大
野
の
歴
史
を

考
え
る
一
助
と
し
て
そ
の
成
果
を

還
元
し
た
い
の
で
す
。
そ
の
意
味

も
あ
っ
て
昨
年
十
月
に
現
地
説
明

会
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

Q
平
成
十
九
年
の
発
掘
で
は
新
た
な

発
見
は
あ
り
ま
し
た
か

A
奈
良
・
平
安
時
代
期
の
掘
立

柱
建
物
跡
は
、
そ
の
規
模
か
ら
み

て
単
に
農
村
の
集
落
で
は
な
く
有

力
者
の
住
む
上
級
的
な
集
落
の
施

設
、
ま
た
は
こ
の
地
を
采
配
す
る

役
所
的
な
機
能
を
も
っ
た
建
物
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意

味
か
ら
み
て
も
横
枕
遺
跡
は
県
内

で
も
埋
蔵
文
化
財
と
し
て
は
第
一
級
の

遺
跡
と
い
え
ま
す
。

Q
発
掘
終
了
後
は

A
残
念
で
す
が
バ
イ
パ
ス
工

事
の
た
め
埋
め
立
て
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
後
、
横
の
道
路
下

の
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ど
ん
な
発
見
が
あ
る
か

楽
し
み
で
す
。

大
野
と
水
の
か
か
わ
り

　

出
土
品
に
関
す
る
説
明
を
さ

れ
た
鈴
木
調
査
員
に
よ
る
と
、

今
回
の
発
掘
で
特
に
興
味
深
い

の
は
中
・
近
世
の
多
く
の
井
戸

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
昔
か

ら
水
が
豊
富
だ
っ
た
こ
と
の
表

れ
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
井
戸
か
ら
は
多
く
の

祭
祀
具
と
見
ら
れ
る
用
具
や
生

活
用
品
が
出
土
し
て
お
り
、
こ

れ
は
枯
れ
た
井
戸
を
埋
め
る
時

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
祭
事
を

営
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
ま
た
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
水
を
溜
め
た
と
思
わ
れ

る
大
き
な
池
も
多
く
出
土
し
て
い

ま
す
。
「
大
野
の
方
々
が
今
も
水
を
大

切
に
思
う
心
は
こ
ん
な
古
代
か
ら

の
教
え
が
脈
々
と
続
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

遠
い
祖
先
に
想
い
を

昨
年
は
お
隣
の
勝
山
市
の

第
三
次
恐
竜
化
石
調
査
開
始
に
伴
う
新

種
発
見
へ
の
期
待
や
、
若
狭
町
ユ

リ
遺
跡
で
の
丸
木
舟
の
出
土
な
ど

が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
横
枕
遺
跡
は
今
の
と
こ

ろ
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
す
が
、
取
材
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
大
野
に
は
こ
ん
な
す
ご
い
遺

跡
が
眠
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
の
現
地
見
学
説
明
会

に
集
ま
っ
た
約
八
十
名
の
参
加
者

は
遠
い
祖
先
へ
想
い
を
馳
せ
る
か

の
よ
う
に
、
熱
心
に
説
明
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
の
調

査
や
報
告
書
が
楽
し
み
で
す
。
大

野
で
は
、
こ
の
ほ
か
中
部
縦
貫
道

の
工
事
の
た
め
大
矢
戸
地
係
で
調

査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
立
ち
寄

ら
れ
て
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に
触
れ

て
み
て
は
。

出土品を説明する鈴木調査員

横枕区石田区長

遺
跡
は
大
野
の
財
産

横
枕
区
長
石
田
幸
男
氏

　

大
規
模
な
発
掘
調
査
に
よ
り
、

縄
文
・
平
安
・
江
戸
期
三
代
の
土

器
が
出
土
し
た
の
は
、
横
枕
区
の

み
な
ら
ず
、
大
野
の
財
産
で
あ
り
、

誇
り
で
す
。
区
民
も
、
歴
史
あ
る

集
落
に
住
む
こ
と
が
で
き
て
幸
せ

だ
と
言
っ
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
特

に
、
昨
年
七
月
、
区
の
子
ど
も
た

ち
が
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
一
環

と
し
て
、
見
学
し
た
時
に
、
大
変

興
味
を
持
ち
感
動
し
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
そ
の
時
の
レ
ポ

ー
ト
（
左
の
写
真
）
は
と
て
も
よ

く
で
き
て
い
ま
す
。

主な出土品

　

農村集落で通常生活では使用

しない物が出土しています。

・円面硯（えんめんけん）

直径約17ｃｍの須恵器のすずり。

おそらく奈良時代。

・赤彩暗文土師器（せきさ

いあんもんはじき）

都での生産が主。奈良時代。

2008．2広報おおの（11）

KOUHOU-1
テキストボックス
写真：鈴木調査員

KOUHOU-1
テキストボックス
写真：円面硯

KOUHOU-1
テキストボックス
写真：石田区長

KOUHOU-1
テキストボックス
写真：自由研究

KOUHOU-1
テキストボックス
写真：横枕遺跡



ぐるーぷ登場
下庄倶楽部

市
民
の
ペ
ー
ジ

あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
方
は

情
報
広
報
課
ま
で
T
E
L
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1

地
域
づ
く
り
に
活
動

　

下
庄
倶
楽
部
は
平
成
元
年
に
結

成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
下
庄
地
区
で

中
核
を
担
う
青
壮
年
層

四
十
三
人
で
構
成
し
、
地
域
づ
く
り
や

ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
よ
う
と
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
活
動
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
地
区
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
「
下
庄
ま
つ

り
」
で
は
企
画
運
営

に
携
わ
り
、
中
心
的

役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

男
女
共
同
参
画
を
目

指
し
た
学
習
活
動
、

一
人
暮
ら
し
老
人
へ
の
慰
問

「
ま
ご
こ
ろ
蕎
麦
サ
ー
ビ

ス
」
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

地
区
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地

域
を
越
え
た
テ
ー
マ
に
も
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
過
去
に
は

手
作
り
の
み
こ
し
で
「
お
お
の
城

ま
つ
り
」
へ
参
加
し
て
い
た
ほ
か
、

五
箇
地
区
・
嵐
の
伝
統
野
菜
「
嵐

カ
ブ
ラ
」
を
昔
な
が
ら
の
焼
畑
農

法
で
栽
培
。
自
分
た
ち
で
打
っ
た

そ
ば
を
「
越
前
お
お
の
そ
ば
ま
つ

り
」
や
「
九
頭
竜
ま
つ
り
」
で
出

店
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら
れ

て
、
今
年
度
、
福
井
県
壮
年
団
知

事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
会
長

の
斉
藤
充
さ
ん
は
「
会
員
も
だ
ん

だ
ん
体
力
的
に
衰
え
を
感
じ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
表
彰
を
機
に
み

ん
な
で
カ
バ
ー
し
合
い
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

五箇地区・嵐の急斜面で収穫作業に取り

組むメンバー。左は収穫した嵐カブラ

おおの城まつりでのみこし参加

【広告欄】

ADVANCESCHOOL

英語、数学、英会話

新中1生募集

Home66・4311

Mailplacebo@grape.plala.or.jp

無料レポートプレゼント！

「家づくりで損をしない方法」 限定10名様！！

定価1，000円A5版73頁本屋さんでは売っていません！

お申込は⇒TEL0120・48・0618

（有）羽生建築工業
大野市中据16－20

もっと詳しく知りたい方は⇒

フィットホーム 検索

ヨシケイ福井
YOSHIKEI

ヨシケイは「健康づくり」を応援します。

食事でお悩みの方、食生活の改善

をお考えの方、ご相談下さい。

TEL0120・35・0200
通話料無料

（URL）http://www.yoshikei-fukui.com/

（E‐mail）info@yoshikei-fukui.com
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大野東高8人

ものづくり全国大会W出場

こんにちは

第
7
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

小
差
4
位
に
「
悔
し
い
」

　

二
年
生
の
清
水
慎
也
さ
ん
、
日

置
弘
志
さ
ん
、
巻
寄
さ
つ
き
さ
ん

は
、
昨
年
十
一
月
に
静
岡
県
で
開

か
れ
た
「
第
七
回
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」
に

出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

若
者
の
製
造
業
離
れ
が
進
み
、
も

の
づ
く
り
の
技
術
継
承
が
危
ぶ
ま

れ
る
中
、
全
国
の
高
校
生
が
一
堂

に
会
し
、
若
年
技
術
者
の
育
成
を

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

三
人
は
、
今
年
度
新
設
さ
れ
た

「
測
量
部
門
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
一
辺
四
〇
ｍ
の
五
角
形

を
作
る
際
の
測
量
技
術
と
計
算
の

正
確
性
を
競
う
も
の
で
す
。
七
月

の
県
予
選
、
九
月
の
北
信
越
大
会

を
一
位
で
通
過
し
、
全
国
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
「
精
度
一
ミ
リ
の
勝

負
で
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ

た
」
。
日
置
さ
ん
は
「
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
計
算
を

担
当
し
た
巻
寄
さ
ん
は
「
緊
張
し

ま
し
た
が
、
ほ
か
の
二
人
に
確
認

し
て
も
ら
い
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
」
。

　

結
果
は
十
チ
ー
ム

中
四
位
。
一
位
か
ら

四
位
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

一
点
差
の
小
差
だ
っ

た
た
め
、
三
人
は

「
悔
し
い
」
と
コ
メ

ン
ト
。
そ
れ
で
も
巻

寄
さ
ん
は
「
大
会
を

通
し
て
知
り
合
っ
た

数
少
な
い
女
の
子

と
、
今
も
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

3
回
戦
進
出
で
「
満
足
」

第
1
5
回
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会

　

機
械
研
究
部
（
M
R
C
）
所
属
の
五
人

は
同
じ
く
昨
年
十
一

月
、
沖
縄
県
で
開
か

れ
た
「
第
十
五
回
全

国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
大
会
」
に
出

場
し
ま
し
た
。
競
技

は
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ

て
、
積
ま
れ
た
缶
詰

を
三
分
間
で
い
か
に

た
く
さ
ん
か
ご
に
入

れ
ら
れ
る
か
を
競
う

も
の
で
す
。
全
国
か

ら
百
二
十
八
チ
ー
ム

が
参
加
。

　

一
チ
ー
ム
二
人
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
操
作
す
る
操
縦
者
と
調
整
を
指

示
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
連
携
が

勝
負
を
左
右
し
ま
す
。
操
縦
を
担

当
し
た
二
年
生
の
山
下
剛
幸
さ
ん

は
「
操
縦
者
の
位
置
か
ら
缶
が
見

え
な
い
の
で
、
慣
れ
る
ま
で
苦
労

し
ま
し
た
。
慣
れ
て
か
ら
は
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
の
指
示
に
従
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
。
一
年
生
で
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
た
鈴
木
将
平
さ

ん
は
「
ミ
ス
は
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
る
程
度
う
ま
く
で
き
た
」
と
試
合
を

振
り
返
り
ま
す
。

　

「
操
縦
者
と
し
て
出
場
を
」
（
一

年
生
の
齊
藤
優
樹
さ
ん
）
、
「
大
会

前
に
体
調
を
崩
し
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
と
し
て
出
場
で
き
な
か
っ
た
の

で
ベ
ス
ト
尽
く
し
た
い
」
（
二
年

生
の
太
田
裕
己
さ
ん
）
と
、
次
回

へ
の
決
意
を
語
れ
ば
、
M
R
C
部

長
で
三
年
生
の
齊
藤
史
弥
さ
ん
は

「
三
回
戦
に
進
出
で
き
て
み
ん
な

満
足
し
て
い
ま
す
。
機
械
の
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
、
気
持
ち
よ
く
で
き

た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

【広告欄】

初心者教室・小学年代・中学年代

フェンテ大野

サッカースポーツ少年団

団員募集中！！

活動日 有終東サッカー教室毎週月曜日

下庄サッカー教室毎週土曜日

U‐12（小学生チーム）毎週火・木・土曜日

U‐15（中学生チーム）毎週火・木・土曜日

対象者 小学1年生から中学3年生まで

地域、学校、活動歴は問いません。

代表山村正人

TEL65・0393携帯090・2126・4600

E‐mailfuenteono@yahoo.co.jp

各種損害保険・各種生命保険

事故相談・各種保険診断

グランド保険株式会社

〒912-0021大野市中野町2丁目2番16号

TEL050・3386・3952TEL（0779）65・6601

FAX（0779）65・6657Ｅメールinfo@grandhoken.com

〈取扱保険会社〉損害保険ジャパンアリコジャパンAflac

損保ジャパンひまわり生命第一生命

広告募集中

（1カ月1枠1万円）

問い合わせ先

情報広報課広報広聴係

（TEL66・1111内線441）
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企業と連携・食育推進

　

市では、地域と企業の連携事業を進め

ています。その一環として、このほど市

内で初めて、森永乳業（株）の出張料理教室

「エムズキッチン」が富田公民館で開催

されました。参加した地区住民18人は、

健康に役立つ乳製品の活用法を学んだ後、

早速「豚ロース肉のグリル」など4品の

調理に挑戦していました。

暴力団排除へ合意書締結

　

公共工事や指定管理者から暴力団を排除

するため、市と警察相互の連絡通報を確立

する合意書の調印式が12月17日、市長室

で行われました。岡田市長と山田茂男大野

警察署長が合意書に署名。今後、連携しな

がら一体となって取り組んでいきます。

ふるさとづくり大会

　

美しい奥越を創る協会による「奥越地

区ふるさとづくり大会」が12月8日、学

びの里「めいりん」で開かれました。優

良実践者表彰や実践発表、神子踊の披露、

大野生活学校の協力によるふるさと料理

試食会が行われ、参加した約100人はふ

るさとの大切さを再確認していました。

イトヨ守る“糸張る”

　

市の魚「イトヨ」をサギなどから守る

ためのテグス、ネット張りが12月20日、

本願清水イトヨの里で行われました。大

野イトヨの会のメンバーなど10人は、手

際よく作業していました。

話題のひろば
（14）2008．2広報おおの
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話題のひろば

大人顔負け演技

劇団チャップスと児童劇団チ

ャップス・ジュニアによる創作

劇が12月16日、文化会館で上演

されました。クリスマスをテー

マにした内容で、約450人の親

子が来場。大人顔負けの演技に、

盛んに拍手を送っていました。

飲酒運転追放を宣言

12月21日、市交通対策協議会による「飲

酒運転追放宣言大会」が有終会館で開かれ、

交通指導員会の牧野正栄会長が宣言書を読

み上げました。大会終了後、市民ら約70人

は15班に分かれて飲食店などを巡回。飲酒

運転撲滅への協力を呼び掛けました。

高規格救急車を配備

12月26日、消防署に2台目の高規格救急自動車が

配備されました。購入金額は2971万5000円です。こ

れまでより広くなった患者室や高度な救命処置に必要

な資機材、安全な搬送を行うためのLEDを採用した

大型赤色灯などの機能を備えています。

12年目運行終える

越前こぶし組による人力車の大掃除

が12月24日、平成大野屋で行われまし

た。12年目の運行となった昨年は、41

組の観光客が乗車。今シーズンは春分

の日から運行を行う予定です。

2008．2広報おおの（15）
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笑顔！で「いただきます」11

伝
え
た
い
郷
土
料
理

　

今
後
も
伝
え
残
し
た
い
郷
土
料
理
。

今
月
は
「
の
っ
ぺ
い
汁
」
で
す
。

のっぺい汁

材料（4人分）

・サトイモ150ｇ ・

干ししいたけ4枚

・ニンジン小1本

・大根150ｇ・ごぼう50ｇ

・中あげ半分・水800ｇ

・糸こんにゃく半袋

・しょうゆ大さじ3

達人のワンポイントアドバイス

煮込む際、こんぶとかつお

で取っただし汁を使うと味がし

っかりします。野菜が水を吸う

ので、水気がなくならないよう

気をつけて。野菜のうまみを引

き出すように、しょうゆの量で

味を整えると良いでしょう。

（大野生活学校副会長

笹島友子さん）

作ってみよう

【まず】サトイモは皮をむき、干ししいたけは水

で戻す。中あげは湯通しし、糸こんにゃくはゆ

で、ごぼうは表面を削り、水につけておく。

1ニンジン、大根を含めすべての材料は、一口大

の乱切りにする。糸こんにゃくは半分に切る。

21の材料を鍋に入れ、水としょうゆを加えて弱

火で煮る。

3サトイモや大根などの材料がやわらかくなった

ら火を止める。

編
集
後
記

　

五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
ク
イ
ズ
の

答
え
、
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
か
。

「
外
科
医
は
男
の
子
の
母
親
」
が
答

え
で
す
。
こ
の
ク
イ
ズ
は
男
女
共
同

参
画
の
講
演
会
で
、
講
師
の
伊
藤
公

雄
京
都
大
学
大
学
院
教
授
が
会
場
の

皆
さ
ん
に
出
題
、
問
い
か
け
た
も
の

で
す
。
答
え
を
聞
き
、
会
場
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
反
応
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
性
差
に
よ
る

役
割
分
担

を
し
て
は
い

ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
身
近

な
家
庭
か

ら
、
男
女
共

同
参
画
し
て

み
て
は
（
林
）

市民のうごき

平成20年1月1日現在

世帯数 12，257世帯（－14世帯）

人口 38，795人（－55人）

〈男〉 18，518人（－13人）

〈女〉 20，277人（－42人）

◆12月中の内訳

転入47人出生20人

転出77人死亡45人

風見鶏

　

「
わ
ぁ
真
っ
白
！
ま
る

で
天
と
地
が
つ
な
が
っ
て

い
る
み
た
い
。
ス
テ
キ
！
」

初
め
て
冬
の
大
野
を
訪
れ

た
知
人
の
歓
喜
の
一
声
で

あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
雪
に
縁
の
な
い
都
会
人
に

は
ス
テ
キ
に
見
え
る
雪
景
色
も
、
住
む
人
に
と

っ
て
は
ま
さ
に
し
ろ
も
の
▼
願
わ
く
は
と
思
っ

て
い
た
が
、
大
み
そ
か
か
ら
年
明
け
に
か
け
冬

将
軍
に
す
っ
か
り
し
て
や
ら
れ
た
。
里
は
す
っ

ぽ
り
と
雪
に
埋
も
れ
、
お
と
そ
気
分
も
そ
こ
そ

こ
に
屋
根
に
上
が
っ
た
人
も
▼
冬
将
軍
と
は
冬

の
異
名
で
、
冬
の
厳
し
さ
を
擬
人
化
し
た
表
現
。

モ
ス
ク
ワ
に
突
入
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
厳
寒
と

積
雪
に
悩
ま
さ
れ
て
敗
北
し
た
史
実
に
由
来
す

る
。
大
自
然
を
敵
に
、
名
将
の
辞
書
に
も
や
は

り
不
可
能
の
文
字
は
あ
っ
た
か
▼
豪
雪
の
地
に

住
む
我
々
は
違
う
。
先
人
よ
り
越
冬
の
知
恵
を

授
か
り
、
家
の
内
外
に
冬
構
え
も
万
全
。
少
々

の
こ
と
で
は
ビ
ク
と
も
し
な
い
。
子
ど
も
た
ち

も
ス
キ
ー
や
雪
合
戦
な
ど
、
寒
さ
に
負
け
ず
存

分
に
冬
を
楽
し
む
。
ま
た
、
人
物
・
自
然
・
観

光
の
三
編
か
ら
な
る
当
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
“
ふ

る
さ
と
か
る
た
”
も
小
学
生
に
根
強
い
人
気
。

地
区
予
選
を
経
て
今
月
い
よ
い
よ
決
選
の
時
を

迎
え
る
。
雪
国
・
大
野
な
ら
で
は
の
冬
の
定
番

は
豊
富
だ
▼
二
月
は
別
名
“
早
緑
月
”
と
も
。

ど
ん
な
に
雪
深
く
と
も
、
雪
下
で
は
春
に
向
け

あ
ま
た
の
命
が
脈
々
と
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
。

や
が
て
来
る
春
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
人
々

は
ふ
る
さ
と
の
厳
冬
を
生
き
る
（
羽
生
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
T
E
L
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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